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四国で初の開催

「骨髄バンク推進全国大会2015 in 高知」
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公益財団法人 日本骨髄バンク（東京都千代田区、理事長：齋藤英彦）は、白血病などの血液

疾患の患者さんを救命するため、平成３年12月に発足しました。広く国民の皆さまから骨髄提

供希望者（ドナー）を募り、患者さんへ骨髄等を提供する橋渡しを行っています。

現在、ドナー登録者は約45万３千人、骨髄移植累計数は1万8千件に達しました。骨髄バンク

を介して骨髄移植を必要とする９割以上の患者さんに１人以上の提供ドナー候補が見つかって

いますが、候補者の健康状況や止むを得ない都合などで提供に至らない場合も多く、近年は患

者の移植率は６割弱で推移しています。より多くの患者さんが１日でも早く移植できるには、

さらに多くの方々に骨髄バンクについてご理解いただき、ドナー登録を進めていかなければな

りません。

日本骨髄バンクでは毎年１回、骨髄バンクの普及啓発を目的に「骨髄バンク推進全国大会」

を開催しております。今年は四国で初めて高知県で開催する運びとなり、高知県骨髄バンク推

進協議会との共催で「第23回高知県骨髄移植講演会＆ドナー登録会」も併催します。

高知県はライオンズクラブをはじめとしたボランティアが中心となり、積極的な骨髄バンク

推進活動が行われています。今年６月には民間団体として全国で初めて、高知黒潮ライオンズ

クラブが提供ドナーへの助成制度を導入しました。

第１部の式典では、骨髄バンク事業に深いご理解をいただき、運営に多大なご協力をいただ

きました高知県の個人・団体・企業の皆様に感謝状を贈呈させていただきます。また第２、３

部では高知大学附属病院の医師と看護師による講演、提供ドナーや移植経験者の体験談、さら

に高知ファイティングドッグスの藤川球児選手も応援に駆けつけます。

本大会の入場は無料、どなたでも参加できます。

９月12日（土）12：30～、高知ファイティングドッグスの藤川球児選手も参加

第23回高知県骨髄移植講演会＆ドナー登録会を併催

骨髄バンク推進全国大会2015 in 高知

□開催日時 平成２７年９月１２日(土曜日) １２：３０～１６：００
□開催場所 高新ＲＫＣホール （高知市本町3-2-15）
□主 催 公益財団法人 日本骨髄バンク

高知県骨髄バンク推進協議会
□後 援 高知県、日本赤十字社、日本造血細胞移植学会、

全国骨髄バンク推進連絡協議会、関西骨髄バンク推進協会、
血液情報広場・つばさ、他
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＜本件に関するお問い合わせ＞ 公益財団法人 日本骨髄バンク 担当：小島、大久保
(電話) 03-5280-8111 ※平日9:00～17:30

＜第１部＞ 式 典 12:30～13:30

〇主催者挨拶、来賓祝辞、来賓紹介、感謝状贈呈、事業報告

〇感謝状授与 骨髄バンク啓発活動にご協力をいただいた

高知県内の個人・団体・企業に贈呈します

＜第２部＞ 講演会 13:40～14:40

〇移植が必要な血液病と移植療法

谷口亜裕子（高知大学医学部 血液・呼吸器内科 助教）

〇移植患者の看護

松本由美（高知大学医学部 看護部 看護師）

＜第３部＞ アトラクションと体験談 14：50～16：00

〇土佐女子高等学校合唱

〇提供ドナーと骨髄移植経験者の体験談

○高知ファイティングドッグスの藤川球児選手登場

＜ドナー登録会＞ 16時：00～16：30まで、会場ロビーにて実施

本年６月に高知黒潮ライオンズクラブが設立したのが「高知黒潮ライオンズクラブ骨
髄・末梢血幹細胞提供ドナー助成基金」。助成対象は高知県内で非血縁者間の骨髄・末梢
血幹細胞を提供したドナー。提供後に申請すると一律７万円を助成します。同様な助成制
度は全国106(平成27年７月末現在)の市町村で導入されていますが、民間団体としては全
国で初めてです。

大会プログラム

■ドナー登録者現在数 452,954人 高知県：2,919人
■20～54歳人口千人当たり登録者数 8.00人(全国平均) 高知県：9.94人
■患者登録現在数 2,953人 高知県：12人
■累計骨髄移植実施数 18,489例 高知県：112人

「世界骨髄バンクドナーデー」について

平成27年７月末現在骨髄バンクと高知県の現状

骨髄バンクをより多くの人に知ってもらおうと、今年から９月の第３土曜日が「世界
骨髄バンクドナーデー」（World Marrow Donor Day）に制定されました。世界の骨髄
バンクドナー登録者数は2,500万人。世界52ケ国で様々なイベントが行われます。日本か
らのメッセージとして、高知城をバックに横断幕を持った関係者・ボランティアの方々
の写真をフェイスブックで配信します。

民間団体として全国初のドナー助成基金について

藤川球児選手と骨髄バンク

2007年に自らもドナー登録をした藤川選手。長年にわたり骨髄バンクへの支援活動を
行っており、病院訪問や野球教室の開催、始球式への招待など、病と戦う子供たちとの積
極的に交流を図ってきました。また広くファンへのドナー登録も呼びかけていただいてい
ます。


